


2.教育活動 (教育実践上の主な業績)  大学院授業担当 □有 ■無
授業科ロ デザイン理論

◆前期  □後期
工夫の概要 教材・資料等の概要

授業の最後にその時間の内容と関連す

るテーマでミニレポー トを書 く時間を

作り、書きながら考える体験を積み重ね

られるようにした。また、授業最初には

前回のミユレポートの中から数点を紹

介しながら、関連する視点や事柄につい

てさらに解説を加えることを繰 り返し

行った。

また、新たに「経済とデザイン」という

授業回を加え、より広くデザインと経済

との関係を考える機会を設けた。

難解な理論もできるだけ身近に感じら

れるよう、画像を多く使ったスライドを

毎回用意し、新たに映像資料も講義に

加えた。興味を持った理論を学生自身

が引き続き探求できるよう、授業で扱っ

たテーマごとの参考書籍リス トを作成

した。

多様な学問領域と重なりながら広が

るデザイン理論を様々な角度から捉

えられるよう、近代デザイン思想、

経験、テクノロジー、エコロジー、

認知・行動、コミュニケーション、

文化形成など、それぞれ異なったテー

マを立て、それらに沿って具体的な

理論や事例を交え解説した。

授業科ロ コミュニケーション論

□前期  ◆後期
工夫の概要 教材・資料等の概要

できるだけ最新の具体的事例を使い、コ

ミュニケーションや地域に関わるデザ

インについて理解を深められるように

した。

また、新たに 3回の授業回を使い、視覚

化の概要と歴史、その手法、祝覚化の現

在について解説する回を設け、デザイン

や美術とコミュニケーションの関わり

をより身近に感じられるようにした。

授業内容が身近に感じられるよう、画像

中′とヽのスライドを毎回用意した。加え

て、効果的に映像資料も使用した。特に

現在進行形で行われている事例につい

ては刷新し、各授業回に加えた。

前半の授業では、コミュニケーショ

ンの基礎理論を扱い、根本的なとこ

ろからコミュニケーションとは何か

を考察 し、コミュニケーションデザ

インヘのより深い理解へと繋げた。

授業の後半では、そのコミュニケー

ションデザインをどのように地域コ

ミュニティーのために活用すること

ができるのか、社会的背景や具体的

な事例を通じて解説した。

授業科ロ デザイン概論

◆前期  □後期
工夫の概要 教材・資料等のl既要

受講生が毎回レポー トで各授業を振 り

返る機会を設けたことに加え、初回授

業ではレポー トの書き方について解説

を加えた。またオープンディスカッショ

ンの授業回を設定し、直接受講生の考え

を全員で共有できる時間をつくった。ま

た、各コースとは直接結びつかない領域

とデザインとの繋がりについて学ぶ特

別回も用意し、よリデザインを幅広く考

える機会つくった。

デザイン学部 1年生を対象にした本

講座では、「デザイン」に対するより

広い視野を獲得することを目的とし

た。加えて 1年次の基礎授業が 2年

次以降の専門性とどのように繋がっ

ているのか意識的に理解し、2年次以

降のより具体的な進路選択に活かす

ことも意識させた。講座の後半では、

オープンディスカッションや先輩に

よるトークも交えて展開した。
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授業科ロ デザイン基礎演習 B2

◆前期  □後期

工夫の概要 教材・資料等の概要

「デザインのよみかき」と題してデザイ

ンを学ぶにあたり知っておきたい「かた

ち」「文化的背景」「モノの使用」の基礎

についてひとつづつ学べるよう、前半で

はそれぞれテーマについて理解する授

業回「よむ」の後にそれらについの視点

をまとめ表現する「かく」の授業回を重

ねる授業構成とした。後半ではそれぞれ

の基本を理解 した上で最終的に自分の

関心から選んだテーマについてリサー

チをし、表現としてまとめることで理解

を定着させられるようにした。

それぞれのテーマ毎に理解を助けるた

めの内容をまとめた資料を作成した。ま

たよリスムーズに作業が進められるよ

う、テーマ毎にワークシー トを用意し

た。加えて、道宜スライド資料を作成し

より史い理解へつなげた。

デザインとは何であるのか意識的に

思考を広げるトレーニングのため、

デザインをよみ、かくという一連の

作業を行った。それらを通じて狭義

のデザイン観や既成概念から脱 し、

より広い文脈の中でデザインを提え

その意義と魅力に触れる授業展開を

した。また調査や分析からアイデア

を展開し、そのアイデアを言語化し

的確に表現する、といった基礎的な

デザインのリテランーを習得するこ

とを目標とした。

授業科目 立体造形 (回転体による成型実習)

◆前期  □後期
工夫の概要 教材・資料等のl)既要

毎回、全員と面談をし、課題の進捗状

況や次回までの具体的なア ドバイスを

行った。特に、観察からイメージスケッ

チ、図面から回転体制作までのそれぞれ

の工程がどのような意味をもつのか理

解できるよう指導した。

特に、観察からどのようにオリジナルの

形態へとつなげられるか、夕Jを示しなが

ら解説した。また、各工程での注意点を

具体的にデモンス トレーションを通 じ

て示した。

授業科ロ デザイン実技 I(Fl)― あなたの素材観 (感 )

◆前期  □後期

工夫の概要 教材・/資料等の概要

過去の参考作品を効果的に使いながら、

どのように観察し、編集するのか実例を

通じて指導した。また、基本的な製本に

ついての理解を助ける資料を用意した。

毎回、全員と面談をし、課題の進捗状

況や次回までの具体的なアドバイスを

行った。特に、自分独自の視点で編集で

きるよう面談を通じて学生の興味や視

点を具体的に掘り起こす指導をした。

授業科ロ デザイン実技 I(F2)‐ 明かりのデザイン 私の店

□前期  ◆後期

工夫の概要 教材・資料等の概要

毎回、全員と面談をし、課題の進捗状

況や次回までの具体的なアドバイスを

行った。特に、デザインアイデアをより

質の高いものへ発展させれるよう、使用

者や使用場所の特性に意識を向けるよ

う指導した。

最終的な作品制作の前段階としての、ス

ケッチでのアイデア展開では、具体的な

事例を例示しながら出来るだけ広 くア

イデアが広げられるようにした。

デザイン学部一年次で実施するファ

ンデーション (基礎実技)の専任と

して、課題内容、百己布物、スケジュー

リングやスタッフィング、学生への

オリエンテーション等、総合的な視

点からファンデーション管理運営に

関わった。基礎実技の改定に向けた

検討も同時に行った。

また、新たに前後期にそれぞれ一回

ずつ、グループワークでのワンデー

ワークショップの機会を設け、それ

ぞれの回で新たな側面や方法を学ぶ

ことのできる機会を設けた。
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授業オ|ロ  デザイン実技 I(F3)‐ 廃品による素材体験

□前期  ◆後期
工夫のJ九要 教材・資料等のlナ現要

毎回、全員と面談をし、課題の進捗状

況や次回までの具体的なアドバイスを

行った。特に、手触りや素材の特性につ

いて意識的に関心が向けられるよう助

言を行った。また、立体構成に苦手意識

を感じている学生に対しては平面的な

作業との共通点についても目が向けら

れるよう指導した。

毎回授業で使用するワークシー トで自

分の制作 を丁寧に振 り返る時間をつ

くった。

授業科ロ デザイン実技Ⅲ l(LS)

◆前期  □後期
工夫の概要 教材・資料等のl既要

特定のフイール ドを設定 して、丹念に

フィール ドワークを繰 り返すことに

よって環境の特性を読み解き、より本質

的な視点得るための方法を体験させた。

また、フィールドヮークを通じて見いだ

した視点を他者に伝わる表現として編

集することを求め、またそこから更にグ

ループワークを経て具体的なデザイン

提案へと展開するという一連のプロセ

スを踏めるような授業構成とした。ま

た、授業の前半と,黒題講評時に人類学を

専門とする講師を招き、人類学的フィー

ルドワークの祝点も授業に取り込んだ。

デザインリサーチのためのフイール ド

ワーク手順を簡潔にまとめた資料や、ブ

レスト、シャッフル ディスカッション、

K」 法、ベルソナ手法、シナリオ手法な

どコンセプ ト立案のための手法をまと

めた教材を用意した。また、口黒題書は授

業の前後半のそれぞれの段階で学生が

理解しやすいよう2つ に分けて用意 し

た。また、各課題で、作品アイデアを整

理するためのワークシートを作成した。

実際の都市環境をフィールドとて読

み取 り、Atlas地 図帳を制作すると

いう課題を通じて、フィールドワー

クを中心とした多様なリサーチ手法

の習得と同時に、環境をより深い視

点から分析 し、その視点を編集し表

示する方法を学ぶ。リサーチによっ

て得られた視点と具体的なデザイン

提案との間との関係を実際の提案作

成作業を通じて意識化させた。

授業科ロ デザイン実技Ⅱ‐3(LS)

□前期  ◆後期
工夫の概要 教材 資料等の概要

関連した二つの課題によって行った。何果

題「If」 では、普段見慣れたモノに、あ

る「仮定Jを 設定した上でどのようにそ

の形態を変化させることができるのか

発想し、条件と形態との関連について意

識的に考える機会をつくった。課題「可

能性発見からのデザイン」では、モノ

の「可能性 :意図されていない使われ方」

に目を向け、モノと使用者との関係につ

いて意識的に考える機会をつくった。そ

れら2つの課題によってモノをとりまく

諸相についてより分析的に捉えられる

よう指導した。

それぞれの課題では導入となるワーク

ショップを用意 してよリスムーズに課

題に取り組めるようにした。また、If口果

題では具体的な仮定ス トーリーを用意

しより実感を伴ったデザイン発想へと

つなげられるようにした。また、課題書

は、課題を通じて何を理解し、どのよう

な視点を得ることが期待されるか明確

に記したものを用意した。

課題「If」 では、身近なモノをとりま

く「条件」を変化させることによって、

どのようにその形態が変化するのか

想像 し、モノの形態が様々な関係性

の上に成立していることを理解させ

た。課題「可能性発見からのデザイン」

では、使用者によるモノの使用を分

析 し、その気付きからの制作を体験

させた。それによって、環境や認知・

行動に対する洞察力を伴った、環境

やモノのもつ「可能性」からのデザ

イン発想の理解へとつなげた。
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